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兌
換
券
と
物
債
指
数
と
の
關
係

蜷

川

虎

三

[
、
総

説

通
貨
殊
に
蜷
換
券
ε
物
儂
ε
の
關
係
に
就
て
は
、
従

来
屡

力
諭
せ
ら
れ
し
所
な
る
が
、
具
禮
的
問
題
ε
し
て

我
国
に
於
け
る
両
者
の
關
聯
歌
態
に
就
て
明

か
に
せ
ら

れ
し
所
極
め
て
少
き
が
如
し
。
余
は
、
今
、
両
者
が
如

何
な
る
因
果
關
…係

に
立
ち
、
兌
換
山分
の
禰
旧
獲
が
㎜物
慣
騰

貴
を
惹
起
す

る
も
の
な
り
や
、
或
ば
又
、
物
償
騰
貴
が

兌
換
券
増
獲
を
促
す
も
の
な
b
や
を
問
は
ん
ε
す

る
者

に
は
井
す

し
て
、
我
国
過
去
二
十
年
間

の
事
實
が
、
右

の
憂
動
關
係
を
如
何
に
示
す
か
を
事
實
其
儘
に
槻
察
考

量
し
更
に
進
み
た
る
研
究
考
察

の

一
資
料
た
ら
し
め
ん

ざ
す

る
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。

兌
換
券
獲
行
高

ご
物
贋
指
数

凶
音
ふ
が
如
き
二
攣
敬

の
關
係
に
就

て
は
、
之
が
統
計
的
研
究
方
法

に
種
々
あ

る
べ
し
ご
雄
も
、
大
骸
二
方
法
に
概
括
す
る
を
得

べ
し

邸
ち

「
は
各
攣
藪
個
別
の
観
察

に
依
り
其
性
質
を
明
起

し
、
二
者
を
比
較
考
量
す
る
事

に
依
り
再
製
藪
の
關
係

を
推
究
す
る
も
の
に
し
て
、
他
は
二
攣
敷
を
同
塒

に
、

「
計
算
に
用

ひ
、
以
て
両
者
の
關
係
を
明
示
す

べ
き
係

数
を
算
出
し
、
進

ん
で
両
墜
藪

の
關
係
方
程
式
を
作
成

す
る
に
在
り
。
両
方
法
の
特
質
相
異

る
を
以
て
研
究

の

目
的
に
從
ひ
、
何
れ
か
其

一
を
選

ん
で
研
究
方
法
ご
な

し
、
或
は
必
要
に
恋
じ
て
両
者
を
併
用
す

る
場
合
も
起

■



り
得

べ
し
、
否
、
寧
ろ
後
者

の
場
合
多
か
る
可
き
な
b

然
る
に
我
国

に
於
て
は

一
般
に
、

　
里
数

の
個
別
的
、

濁
立
的
の
仔
細
研
究
を
な
し
、
二
攣
撒
を
共

に
扱
ふ
照

悉
(∩
o
目
2
魯
o
巳

の
研
究
に
就
て
は
、
経
済
統
計
研
究

上
多
く
之
を
用
ひ
ざ
る
が
如
し
、
余
魅
此
威

に
照
慮
理

論
の

一
適
用

ご
し
て
、
兌
換
券
獲
行
…局
及
び
物
慨
指
敏

な
る
二
攣
[敷
の
照
…慮
關
係
を
算
出
せ
ん
ε
す

る
者
…な
り

照
慮
の
理
論
に
就

て
は
、
元
、
生
物
學
研
究
に
獲
し
、

公
算
論
の

]
理
論

ε
し
て
、
歎
學
上
吟
味
を
要
す
可
き

諸
黙
を
有
し
、
又
経
済
統
計
研
究
上
に
就
て
も
之
れ
が

利
用
に
議
論
な
し
ε
せ
ざ
れ
こ
も
、
そ
が
理
論

の
考
究

は
之
を
他
日
に
期

し
、
此
庭

に
は
唯
、
具
燈
的
事
實
に

封
ず
る

一
適
用
を
提
示
す

る
に
止
め
、
方
々
計
算
庁
注

の
紹
介
を
試
む
る
に
渦
ぎ
ざ
る
な
り
。

二
、
研
究
材
料

本
計
算
に
用
ひ
だ
る
材
料
は
、
明
冶
↓二
十
⊥
ハ
年

一
月

乃
至
大
正
十

一
年
十
二
月

に
亘
る
満
二
十
ケ
年

二
百
四

十

ケ
月
の
日
本
銀
行
兌
換
券
毎
年
李
均
獲
行
高
及
日
銀

調
査
東
京
卸
費
物
償
指
数
の
毎
年
月
給
半
角
に
し
て
、

詳
し
く
育
は

窒

「
日
銀
兌
換
券
毎
月
牛
均
獲
行
高
ご
東

雑

録

兌
換
券

ε
物
債
指
数

ε
の
關
霜

京
卸
費
物
優
折
敷
毎
月
繕
李
均
ε
の
照
慮
關
係
L
を
示

さ
ん
ε
す
る
も
の
な
b
。
而
て
、
右
材
料
は
、
金
融
事

項
参
考
書
及
日
銀
調
査
部
獲
行
「
物
償
指
数
」
に
依
ザ
之

を
得

た
り
。三

、
計
算
方
法

兌
換
券
に
就
て
は
、
そ
の
毎
月
箏
均
獲
行
高
の
千
分

の

一
乃
至
萬

分
の

…
以
ト
の
数

は
、
大
腸

の
傾
向
を
知

る
に
人
な
る
差
違
な
か
る
可
き
々
.由
心
ひ
、
之
を
四
捨
五

入
し
、
十
萬
風
車
位
ご
し
て
計
算
せ
る
が
、
偏
差
の
計

算
の
場
合

に
は
、
荷
真
数

の
人
な
る
を
知
り
百
萬
圓
を

軍
位

ご
せ
り
』
叉
、
物
儂
指
数

に
就
て
は
、
巫
「
均
値
計

算
の
材
料
は
、
」之
を
「
物
傾
指
数
」
の
記
載
通
り
、
小
激

二
位

の
数
字
を
用
ひ
た
る
が
、
計
算
便
宜
上
、
偏
差
に

は
小
敷

皿
位
を
示
す
に
止
め
た
り
。

照
憲
係
敷

(∩
o
「既9
監
8

∩
o
①
聾
δ
⇔
げ)
そ
の
他

の
計

算
の
順
序
方
法
次
の
如
し
。

照
懸
係
敷
は
N
口
M
起
奪
£
9
よ
り
得
ら
る

べ
し
、
此

虚

に
N
は
照
葱
係
数
に
し
て
、
&

及

び
、
賎
、
兌
換
雰

腰
行
高
の
纏
牛
角
及
物
儂
指
数

の
総
平
均
よ
り
各
月
の

偏
差
を
示
し

、
蕊
は
総
数
ρ
ρ
は
各
攣
藪
の
標
準
偏

差

第

†
七
巻
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雑

録

兌
換
券

ご
物
慨
指
壁
ざ
の
關
係

(Qn
口
置
号

乙

曾

玉
鉾
。
ε

を

表

す

も

の

な

b

g

次

に

殴
の

蓋

然

誤

差

(
津

。
び
ρ
σ
δ

奪

δ
こ

に

就

て

は

、

め

弓
.
国
÷

月
P

Φ
↓
芦

1

き

＼
尺

越

よ

b

得

ら

る

。

叉

右

に

求

め

売

る

『
及

び

£

3

よ

b

復

路

係

撒

(
寄

げq
・。
嵐

8

・豊

・亘

を
求

め
ん
に
は
、
σ
・
1
1贈

爵

11
繭

よ

り
得

ら
れ
、
復
路

方
程
式

は

(窄

αq
怯Φ邑

8

Φρ
⊆p
ぎ

ε

遍
臼
げ
§

凝
ロ
ジ
獣

此

の
方
程

式
中
偏
差

堂

疑

の
代

b

に
實

藪
を
以

て
せ
ん
に
は

、
右
式
を

×
ー
ヨ
H
ほ
σ
』
(区
1
竃
蔚
γ

く
一
三
8
0
『
(図
-
ーウ目し

に
書

き
敵

む

る
を
得

べ
し
、
此

庭

に
×

は
兌

換
券

の
毎

月
獲
行

高
、
く
は
毎

月
の
物
償
指
数

に
し
て
、
各

の
総

雫

均
を
寄

・
ξ

ざ
せ
る
な

り
。
而

て
右
の
式

よ
り

、

兌
換
券
獲
行
高
及
物
償
指
撒
の
各
を
算
出
す

る
場
合
に

於
け
る
標
準
誤
差
」
しり
【雪
畠
乙

Φ
『δ
ご
は
次
の
如

し
。

し。
賊
口
£
＼
7

㌔

"

ど
匹

㊤
＼
豆

田
、
.計
算
結
果

前
記
各
式
に
依
り
、
整
理
せ
る
材
料

に
就
き
計
算
を

行

へ
る
其
結
果
は
左
表

の
如
し
。
原
計
数
、
偏
差
、
標

準
偏
差
及
び
偏
差
の
相
乗
積
等
は
各
誌
敷
に
就
き
提
示

す

る
事
は
統
計
研
究
本
來
の
性
質
上
必
要
に
し
て
且
営

第
十
七
巻
.
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二

に
爲
す
可
き
事
な
れ
ぜ
も
貴
重
な
る
紙
面
を
数
字
を
以

て
埋
め
ん
事
を
避
け
て
-
箪
に
其
結
果
の
み
を
掲
ぐ
る

に
止

め
た
り
。
而
て
二
十
ケ
年

に
亘

っ
て
照
慮
係
数
を

果結算計照
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経
済

界

に
及

ぼ
せ

る
影
響
莫
大

な
b
し

を
以

っ
て
、

其
.

前
後

の
状
態

を
比

較

せ
ん
が
た

め
に
、
戦
乱剛
十

}
年
間

及
開
戦
後
九

年
間

の
一場
合

を
併
記
せ
り
。

右

の
結
果

よ
b
・照
鷹
…係
数

を
見

る
に
、
満

二
十

年
間

の
計

算
に
依

れ
ば
、

○
、
九

三
四

に
し
て
、

叉
戦
前

は

開
戦

後
の
C
、
九

一
一
に
比
し
少

に
し
で

、
○

、
八

二

八
な

れ
こ
も
此
等

レ
結
果

は
、
兌
換
券

の
月

卒
均
獲

行

高

く
東

京
卸

責
物

慣
揖
敷

の
毎
月
絡
卒
均

ご
は
極

め

て

密
接

な
る
關

係

め
る
を
示

す

も

の
な

り
。
蓋

し
完

全
照

悉

を
示
す
係

数

「
に
極

め

て
.接
近

し
を

れ
ば

な
り
。

照

慮
係

籔

の
観

念

に
就

き
此

庭

に
説
明
の
.要
な

か
る
可

し

ご
考

ふ
る
も
簡
輩

に
之
を
述

ぶ
れ
ば

、
今
、

二
愛

敷

に

就

き
、
そ

の
卒
均
値

を
原

黙

〔亀

αq
{目
)
ざ

し
て
、
グ

ラ

フ
を
霜
く
場
合
、
前
述

せ
る

聴
u
9

〕
随
11
訂
高

に
依

り

表

は

さ
る

＼
直
線

、
即

ち
所
謂
復
路
直

線

(掃
σq
「O・。ω
δ
昌

冒
①
)
を
引

か
ん
か
、
完

全

に
照
慮
す

ε
せ
ば
、

二
復

蹄

直

線
は

、
共

に
直

交
す

る
二
軸

を
な
す
角

の
こ
等

分
線

即

ち
矧
角
線

上

に
在

る
可

く
、
因

て
、
此

の
直
線

の
軸

な
す

角
、
富
民

陛
欝
口
験

。

に
し

て
、
即

ち

「
な
り
。

從

っ
て
若

し
完

全

に
照
慮

せ
ば
照
慮
係
数

は

一
た

る
な

b

.

蕪

錬

兌
換
券

ε
物
償
指
轍
ミ
の
關
係

又
同
様
に
し
て
引
け
る
直
線
が
各
軸

ε

一
致
す
ご
せ
ば

此

の
場
合
に
は
、
全
然
照
慮
な
く
し
て
、
照
憲
係
数
は

零
な
り
。
何

ε
な
れ
ば
、
直
線
が
軸

ご

一
致
す

る
事
は

其
方
程
式
の
嫉
又
は
同
の
零
な
る
事
に
し
て
、
此

の
場

合
、
即
ち

耗
叉
は
随
が
零
な
ち
ん
が
爲
め
に
は
σ
訣
ヌ
は

9
の

零
な
ら
ざ
る
可
か
ら
す
從

て
「
の
零
な

る
を
要
す

る
な
り
。
即
ち
此
威
に
照
鷹
係
数
は
.零
た
る
な
り
。
如

斯
、
二
攣
藪

の
關
係
は
螢
本
U
。
よ
b

寅
巳

即
ち
照
窓

係
敷

一
よ
り
零
の
間
に
璽
化
す
。
若

し
之
が
關
係
逆
に

し
て
、

一
攣
敷

の
増
加
は
他
攣
数

の
減
少
ヒ

件
ふ
も
の

な
れ
ば
、
係
敷
は
負
を
以
て
表

さ
る
可
き
事
敷
學
上
説

明
の
要
な
し
。

本
計
算
の
場
合
は
、
係
数
に
正
に
し
て
、
其
如
何
な

る
期
間
を
選
ぶ
を
問
は
す
其
値
は
○
、
八
以
.上
な
る
を

以
て
少
く
も
我
国

に
於
け
る
兌
換
券
獲
行
高
ε
物
贋
指

敬
の
聰
平
均

ε
は
關
保
す

る
威
深
く
其
攣
動
の
相
伴

ふ

の
事
實
は
、
之
を
否
定
す

べ
か
ら
す
u
勿
論

.
此

の
結

果
の
み
に
て
は
、
何
等
因
果
關
係
の
問
題
を
断
定
解
決

す
る
も
の
に
弄
れ
ば
、
之
を
論

ぜ
ん
ざ
徹
せ
ば
.
前
示

せ
る
如
く
、
各
愛
数

の
個
別
的
憂
化
性
を
解
剖
し
、
他

第

+
七
巻
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】
四
・}
)

五
九
三
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雑

録

兌
換
券

芝
物

偵
指
数

ミ
の
關
係

愛
敷
ε
の
關
係
は
、
其
攣
敷
の
性
質
及
鍵
化
惹
起
の
特

の
前
後
等
を
考
量
し
て
推
断
す

る
の
必
要
よ
り
、
か
、

る
場
合
、
封
藪
圖
表

の
作
製
、
移
動
卒
均
法
の
採
用
等

の

毬
々
の
方
法
の
存
す

べ
し
。
照
慮
研
究
は
、
か

、
る
場

合
二
愛
敷
に

「
の
橋
梁
を
架
し
、
因
果
關
係
推
断
の

「

資
料
ε
し
て
、
正
常
猷
態
の
規
準
を
黙

に
於
て
其
の
敷

角
を
渡
却
す

べ
か
ら
す
。

(A) 監B}

(1)
∬一4・47ウ

ン ーu・2と㍑

. X=4.478y-2601 Y=0.223X+58.24

(56-11)
S∬=120.45 Sy=26.90

(II)
∬一5.3[助 q-o.issx

.

X=5.316y-2587 Y=0ユ68X十67.51

(36-2)
Sx=一 ←22.96一 sり'=±4.32

(III)
ルー 些・59勉 ノ=o.2【8

X…459GY-289.5 Y≡0.218X+42、6S

(3-11)
Sx=一 十一152.54一. 蝕 一 ±33・14

上
述
の
如
く
、
兌
換
券

ε
物
贋
指
数
ε
の

第

十
七
巻

(第
四
號

　
四

二
)

五
九
四

聯
頗

る
密

接
な

る
も
の
め

る
を
知

れ

る
が
、
.然
ら

ば
両

者

は
如
何
な

る
藪
値

を
以

て
共
闘
係

を
、爪
す

や
、
以
下
・

復
路

方
程

式
を
作

る
事

に
依
り

之
を

門

に
す

バ、
し
。

右

の
結
果

よ
り
明
な

る
が
如

く
、
其
方
程
式
は

】
次

な

る
を
以

て
、
直
線

を
表
す
も

の
な

る
は
、
吉

ふ
迄
も

な
き
所
な
り

、
而
し

て
.
復

帰
係
数

即
ち
敷
字

上

の
用

甜耐
に
從

へ
ば

右
　方
程
式

の
宙
口偏

…敷

(〉
昌
N
ロ
寅
「
∩o
o
弟

・
。
奮

ご

は
、
此
方
程
式

の
示
す

直
線

の
性
質

を
決

定
す

る
も

の
な
り

。
今
右

の
關
係
式

D

に
於

け
る
A
式

の
復

く

く

、

…
蹄
係
数

は
四
、
四
七

八
な

る
が
從

っ
て
B
式

に
在

り
て

　
は
、

○
、
二
二
三
な

る
事
賢

は
我
国

に
於
け

る
過
去
二

十
年
間

の
兌
換
券
獲
行
高

ざ
物

儂
指

数

ε
の
關
係

を
示

せ
る
直
線

の
角
係
数
を
示
す

も

の
な
り
。
此

の
關

係
よ

り
見

る
に
、
兌
換
券
毎
月
李

均
獲
行

高

が
半

均
よ
り

「

億
圓

の
攣
動

を
見

だ
る
場

合
、
物
償
指
数

に
於

て
は
同

じ
く
李

均
よ
り
攣
動
ず

る
事
、

二
二
、
三

な

る
を
知

る

べ
し
。
荷

、
戦
前
+

一
年
間

ε
開
戦
後
九
年

ε
を

比
較

す

る

に
%
其

照
鷹
係
数

に
於

て
示

せ
る
ご
同
様

、
戦
前

の
時
期

は
開

戦
後

に
比
し
兌

換
券

の
受
動

に
謝

し
物
償

、

關

ド
の
之

に
俘

ふ
程
度
は
少

し
。
即

ち
同

じ
く

一
億
圓

の
覚

汐見學士,縄 濟 統計研究第五章三三七頁 以下,恥

■



換
券
攣
動

あ
b

ざ
す

る
も

、
開
戦
後

の
時
期

に
於

て
物

一

償
術
数
は

二

一
、
八

の
型
化

あ

る
に
拘
ら
す
職
前

に
於

て
は
、

「
入

、
八

に
過
ぎ
ざ

る
な
り
。
之
等
諸
結

果
は

即
ち
、
平
均
的

に
見

た
る
兌

換
券

ご
物
僧
指

数

だ
の
受

動
關
係

の
規
準

こ
し
て
個

々
の
場

合

に
於
け

る
愛
化

の

状
況
を

正
常

ε
判

じ
、
異
常

ご
断
ず

る
手
段

ε
な

b
得

べ
し
。

更

に
古
式

を
書

き
改
む

れ
ば
、
偏

差

の
計
算

に
依
ら

す
直
接
實
敷

の
計
算
を
行

ふ
を
得

べ
く
、

一
般
式

ε
し

て
は

、
×
口
轟
剛
+
へ・

ノ
、目
摯
×
+
♪

を
考

へ
得

べ
く
此

慮
迄

に

匙
は
角

係
数

に
し
て

へ
は
戴

庁

(葺

興
8
営
)
を

示
す

も
の
な

b
。
但

し
、
戦

時
及
戦

後
、
兌
換

券
及
物

儂

の
愛
動
天
な

b
し
結
果

は
、
標
準
偏

差
を

し
て
大

な
ら

し
め
、
從

っ
て
右

の
式

よ
り
算

属
す

る
蜜
数

の
標
準

誤

差
は

可
な
り

に
大

に
し
て
唯
戦
前

の
李
静
期

に
於

て

の

み
小
な

る
直

を
示
す
な

り
。
か

、
る
諸
黙

に
就

き
仔

細

に
吟
味
す

れ
ば
、
箪
純

な

る

↓
次
方
程
式

の
暗
示

す

る

所
蓋
少

し
ご

せ
ざ

る
な
り
。
實

撒
値

を
求
む

る
右

公
式

は

弊
す

る

に
、
疑
1
1げ喚

の
獲
展

に
過

ぎ
ざ

る
を
以

て
、

敢

て
此
威

に
例
示
す

る
の
要

は
無

か
る
可

し
。
既

に
角

雑

録

兌
換
券

こ
物
領
指
鍛

ご
の
關
孫

孫
敷
及
び
械
庁
を
知
る
に
於
て
は
、
之
を
グ
ラ
フ
に
表

す
を
得

べ
く
從

っ
て
斯
要
兌
換
雰
獲
行
高
及
物
債
揖
敷

の
卒
均
上
の
値
は
、
之
を
計
算
の
繁
を
繰
り
返
す
事
な

く
、

グ
ラ
フ
に
就
き
て
之
を
得

べ
く
、
誤
差
の
更
正
を

此

の
結
果
に
就
て
な
せ
ば
可
な
り
。

以
上
は
兌
換
券
獲
行
高
ぜ
東
京
卸
費
物
償
揖
数
の
照

鷹
關
係
な

る
が
、
此
の
計
算
を
行
ふ
に
際

し
て
常

に
考

へ
ら
る

、
は
、
物
贋
指
数
ご

一
般
通
貨
ε
の
關
係
な
り

詳
細
な
る
研
究
は
他
日
に
之
を
譲
る
も
、

い
ま
本
間
の

吟
味

の
程
度

に
於

て
之
を
行
は

ん
ε
徹
し
、
商
學
⊥
⊥
飯

島
幡
司
氏
の
研
究

に
よ
る
通
貨
指
・撒

ε
東
京
卸
費
物
償

の

指
数

に
就
て
、
明
治
六
年
以
降
大
正
八
年
に
至
る
四
十

七
年
間

の
年
季
均
折
敷

に
依
り
、
照
患
係
数
の
計
算
を

試
み
セ
る
に
、
N
目
o
』

漕

を
得

把
b
〔計
算
表
を
省
略

す

)・
勿
論
此

の
計
算
は
小
敷
以
下
を
四
捨
五
人
し
概
算

せ
る
結
果
ε
し
て
、
飯
島
學
士

の
詳
細
な
る
折
敷
算
出

の
結
果
を
全
部
利
用
し
得
ざ
り
し
も
、
照
鷹
係
数

の
此

値
は
、

噌
般
通
貨

の
流
通
高
ご
東
京
卸
費
物
償
折
藪
を

年
華
壇
に
よ
b
そ
の
懸
慮
を
見
る
場
合
、
極

め
て
密
接

な
る
關
係
あ
る
を
示
す
も
の
な
b
、
兌
換
券
に
就
て
其

第

十
七
巻

(第
四
號

】
四
三
}
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雌

鋒

戦
後
蜀
蓮
の
大
事
雀
数

關
係
を
示
す

に
當
り
、
簡
軍
な
れ
ざ
も
此
の

一
事
を
附

記
し
て
他
日
の
研
究
の
参
考
に
資
す
。

五
、
要

約

以
上
述

べ
た
る
兌
換
券
月
半
均
獲
行
高
ご
東
京
卸
費

物
償
指
数
の
照
懸
關
係
に
就
き
要
約
せ
ば
次
の
如
し
。

一
、
照
懸
係
数
は
、
二
十
年
間
を
通
じ
た

る
ご
又
戦

前
.
戦
争
開
始
後
た
る
ピ
を
問
は
す
、
○
、
八
以
上
に

し
て
、
即
ち
両
者

の
關
係
は
極

め
て
密
接
な
り
。

二
、
其
半
期
上
、
大
勝

に
於

て
、
物
償
指
数
の
平
均

直
よ
り

一
〇
の
攣
動
は
、
兌
換
券
獲
行
高
の
四
四
、
七

百
萬
圓

の
攣
動
ご
伸

ひ
、
兌
換
券

一
億
圓
の
攣
動
は
物

.

賢
沓
敷

の
[
　二
、
.三

ε
伴

ふ
も
の
、
如
し
。

第
+
七
巻

(第
四
號

一
四
四
)

五
九
六

三

、
戦

前

ε
開
戦
後

ご
を

比
較

せ
ば
.

者

の
關
係

は

一
層

照
懸

せ
り

。

q

開
戦
後
、
衝

'


